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１４．自治体と連携した災害支援薬剤師の養成・相互支援システム構築

徳島文理大学薬学部　京谷庄二郎
松山大学薬学部　　　秋山伸二
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要約
１．目的
　東日本大震災以降、災害時における薬剤師の活動の重要性が再認識されている。そこで、自治体と連携して、災害支援薬剤師の養成のためのシステム構築を図る。

２．活動内容
徳島では、災害支援薬剤師養成のための講習会を学生、地域の薬剤師を対象にして地域の基幹病院と共同で定期的に行っている。
愛媛では、「災害医療に強い薬剤師育成のために薬学部教育に求めること」に関して、県下の薬剤師を対象にアンケート調査を実施した。さらに、災害時避難場所及び救護所に設定されている松山市医師会館の見学・薬剤師DMATの講義等からなる「救急・災害時医療講習会」を必修カリキュラムに導入した。

３．成果
　「徳島赤十字病院での災害救援活動訓練」の参加については、ニュースレター第３号、災害医療に対するアンケートの結果については第５号で報告した。「救急・災害時医療講習会」は、南海トラフ地震に対応すべく災害時避難場所及び救護所として新築された最新の施設の中で、医師・薬剤師による講義、耐震施設見学により学ぶ貴重な講習会となっており、学生の満足度は非常に高い。

４．今後の予定
　新カリキュラムの中に災害に対応できる薬剤師養成を目標とした科目を設定したので、事業終了後も大学の予算で事業を継続する。
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１．目的
　東日本大震災以降、災害時における薬剤師の活動の重要性が再認識されている。そこで、自治体と連携して、災害支援薬剤師の養成のためのシステム構築を図る。

２．活動内容
徳島では、災害支援薬剤師養成のための講習会を学生、地域の薬剤師を対象にして地域の基幹病院と共同で定期的に行っている。
愛媛では、平成25年度に「災害医療に強い薬剤師育成のために薬学部教育に求めること」に関して、県下の薬剤師を対象にアンケート調査を実施した。さらに、松山市医師会、松山開局薬剤師会、愛媛県病院薬剤師会の協力により、災害時避難場所及び救護所に設定されている松山市医師会館等の見学・薬剤師DMATの講義等からなる「救急・災害時医療講習会」を5年次実務実習の一環として必修カリキュラムに導入した。

３．成果
　「徳島赤十字病院での災害救援活動訓練」の参加については、ニュースレター第３号で報告しているとおり、災害訓練での薬剤師の重要性を再認識すると共に、これからの薬剤師のあるべき姿を実感することができた。災害医療に対するアンケートの結果は第５号で報告した。「救急・災害時医療講習会」は、南海トラフ地震に対応すべく災害時避難場所及び救護所として新築された最新の施設の中で、医師・薬剤師による講義、耐震施設見学により学ぶ貴重な講習会となっており、学生の満足度は非常に高い。

４．今後の予定
　新カリキュラムの中に災害に対応できる薬剤師養成を目標とした科目を設定したので、事業終了後も大学の予算で事業を継続する。
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